










 

はじめに 

 全身性の筋萎縮を主徴とする疾患の代表的なものとして,進行性筋ジストロ

フイー症(DMP)と運動ニューロン疾患、(MND)があるが,この両者に共通した特徴

として筋病変の部位の選択性の存在があげられる.すなわち,例外的に存在する

特殊な型のミオパチーを除けば,DMP や MND では,全身の横紋筋が強度の萎縮に

陥る末期においても,尿道と肛門の外括約筋,および外眼筋は普通,障害を免れ

る. 


